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鎌倉世界遺産登録推進協議会の定期総会と
早乙女貢さんの講演会を開催しました
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5 月 24 日 ( 木 )、鎌倉商工会議所・地下ホールで、
鎌倉世界遺産登録推進協議会の平成 19 年度定期総
会と、当会理事で鎌倉ペンクラブ会長の早乙女貢
さんの講演会が開催されました。
第一部として行われた定期総会では、まず、推
進協議会会長である養老孟司・東京大学名誉教授
と、推進協議会副会長の石渡德一・鎌倉市長があ
いさつに立ちました。
つづいて議事に入り、平成 18 年度事業報告を内
海恒雄・広報部会長が、同じく 18 年度決算報告を
事務局、監査報告を角田勝・監事が、19 年度事業
計画を奴田不二夫・事業部会長、予算計画を事務
局が報告し、承認されました。
事業報告では、平成 18 年 7 月 24 日の設立総会
で定めた活動方針等を再度確認し、事業の実施状
況等を報告しました。18 年度の主催事業は、3 月

10 日に行われた養老会長講演会や、会報「武家
の古都・鎌倉ニュース」及び「武家の古都・鎌倉
MAP」の発行等がありました。MAP は初めて世界
遺産候補地 23 件を地図で示したものとして好評を
博したため、改訂版の準備を進めています。また
共催事業として、「鎌倉の世界遺産登録をめざす市
民の会」とともにシンポジウム「鎌倉の仏教寺院」
を開催しました。
平成 19 年度の事業計画としては、各種コンクー
ルやシンボルマーク公募などの市民参加型イベン
ト事業の企画や、参加団体とのイベント共催事業
が提案されました。また広報活動事業として、会
報や MAP の発行、ホームページの開設、広報活動
の促進、掲示物等の作成などが提案されました。
またその他として、各種イベントへの参画、活動
資金確保に向けた取り組みなどが提案され、いず
れも承認されました。
第二部の講演要旨は次ページに掲載しています。

推進協議会主催「武家の古都・鎌倉塾」開講。《講義と現地見学》。塾生を募集中！
受講料 3,000 円（全 5 回分）　講師は玉林美男さん他。定員 45 名（多数の場合は抽選）。応募締切 8 月 17 日（金）

第 1 回「武家の政権とまちの構造」2007.9.1( 土）9:30-12:00 鎌倉生涯学習センター 
第 2 回「武家の守護神をたどる」鶴岡八幡宮～荏柄天神 2007.9.15（土）9:30 鎌倉国宝館前集合　
第 3 回「谷戸の寺院と庭園」2007.10.13（土）10:00-12:00 鎌倉生涯学習センター
第 4 回「鎌倉の原風景を歩く」建長寺～寿福寺 2007.10.20（土）9:30 建長寺総門前集合　
第 5 回「武家の信仰と文化」2007.11.10（土）10:00-12:00 鎌倉生涯学習センター（予定）　

総会あいさつに立つ
養老孟司会長

会場風景

鎌倉世界遺産
登録推進協議会

シンボルマーク
募集！

主 催 ： 　 鎌 倉 世 界 遺 産 登 録 推 進 協 議 会

募 集 期 間 ： 平 成 19 年 ７ 月 １ 日 か ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    10 月 31 日 （ 当 日 消 印 有 効 ）

「武家の古都・鎌倉」 又は BUKE NO KOTO　

KAMAKURA という文字を入れてください。

詳 し く は 事 務 局 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

世 界 遺 産登録を目指し て活 動する鎌 倉 世 界 遺 産

登 録 推 進 協 議 会 のシンボ ル マークを、広く世 界

の皆様から募集します。なお採用させていた

だいた作品は印刷物、広告、その他啓発用の

グッズ を 作 成し て、世 界 遺 産 登 録 後も活 用させ

ていただく予定です。

ご応募は、往復ハガキ、
FAX、メールのいずれかで　
住所・氏名・電話番号と年齢・
性別（傷害保険申請のため）
を明記して上記事務局まで…




